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令和６年度第１回 財政健全化専門部会 質疑応答要旨のポイント 
 

分野 質問者 回答者 

・財政指標

について 

 

【委員】 

市債について、市民一人当たりで、国・県・市

で大体いくらぐらいになるのか。 

 

【市】 

本市分については、臨時財政対策債を含む市債

現在高 約 1,355億円を、市の人口 約２５．４万人で

割ると、市民一人あたり約５３万円となる。 

また、国は国民一人あたり 1,046 万円、県は県民

一人あたり１０８万円である。 

 【委員】意見 

市民一人あたりの借入額は参考資料として載

せて欲しい。 

国全体でこれだけの借金を抱えているという

認識は必要であり、自分のところだけ良ければい

いという時代ではなく、全体で考えていかないと

いけない。 

また、市民に分かるように提示してもらい、少し

でもご理解してもらう場面を作っていくことが、市

民における財政健全につながっていくと思う。 

 

 【委員】 

経常収支比率について、定年引上げによる退

職手当の減は、定年引上げが２年に１回ずつ引

上がるとすれば、今後はジグザグのような形で推

移していくと予想すればよいか。 

 

【市】 

定年引上げによる退職者数の増減をならす意味

で、退職手当基金を積立し、繰入れにより歳入の手

当をしていくことになる。 

人件費の上昇により経常収支比率の分子に影響

してくるが、分母となる市税収入の伸びなどもあるた

め、現時点では経常収支比率がどのように推移して

いくかは不透明である。 

 【委員】 

  物件費・補助費の一般財源の縮減について、

令和５年度は目標額を達成できていないが、補

助費に関しては集落排水特別会計への支出科

目が繰出金から補助費への科目変更による影

響が入っているのか。 

【市】 

物価高騰の影響などが大きく影響し物件費が上

がっており、集落排水特別会計への支出科目変更に

よる増加だけの影響ではないと考えている。 

 【委員】 

令和５年度歳入で市債は１６１億円で、資料３

頁では、新規借入額が１４５億円となっているが、

この差は臨時財政対策債か。 

【市】 

臨時財政対策債の約１６億円の差である。 

 【委員】 

令和５年度歳出の公債費と歳入の市債と、財

政指標で市債残高が５０億円伸びている関係性

をご説明いただきたい。 

 

【市】 

令和５年度決算における公債費及び市債には、臨

時財政対策債の償還及び借入が含まれているが、

財政指標の市債残高では臨時財政対策債は除いて

いる。 

５年度は新学校給食センター整備で約４０億円を

借入れるなど大型公共事業の進捗により借入額が

増えており、市債残高が増えている。 
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・取組成果

について 

【委員】 

財産収入の確保について、大和紡績跡地の

民間活用制度の成立事案なしは、希望者がゼロ

だったのか。 

また、今後の見通しはあるのか。 

 

【市】 

平成３０年度、３１年度及び令和２年度の３回、民

間提案を募集したが、提案は１件もなかった。周辺の

環境や都市計画の用途地域なども影響しているの

ではないかと考えられる。 

現在はもう撤退しているが、鉄道運輸機構が新幹

線建設に係る事務所として活用していた。 

また、今後の見通しについては、大和紡績跡地はフ

ェニックス通り拡幅に際しての移転の代替地を目的

に取得しており、今後、移転交渉が進んでいくことに

あわせて、処分が進んでいくものと認識している。 

 

 

 【委員】 

新型コロナウイルス感染症が５類感染症にな

り、今後は予防接種に係る費用は増えていくの

か、減っていくのか。 

【市】 

令和５年度までは全額、国負担であったが、今年

度からは定期接種となり、原則、市町村負担となる。

今年度は特別に国の基金から一部、補助が出ている

が、来年度も続くかどうかは未定である。 

一方で、国においてワクチンの改良を加えており、

インフルエンザとコロナ（２価ワクチン）を一緒に接種

していくとも聞いており、ワクチン単価が下がることは

あり得るため、現時点では予防接種に係る費用は未

定の部分が多い。 

 

 

 【委員】 

施設の活用方針について、市長がいう「楽し

い」「安心」「元気」とは、どのようにつなげていく

のか。 

 

【市】 

  市長は、「ふくいは楽しい！」「ふくいは安心！」「ふく

いは元気！」ということで新幹線開業後の新しい福井

を作っていこうと進めている。 

  財政再建計画の中では、施設の統廃合や民間譲

渡を進めてきたが、基本的な考え方としては、引続き

今ある既存施設を有効活用して、新しい楽しい安心

な元気なまちづくりを進めていく。 

  また、イベントで楽しいまちにする、子育てで安心な

まちをつくる、企業を誘致して元気なまちをつくってい

くなどの個別具体的なことは６月補正や９月補正で

取組みを打ち出しているところであり、進捗は常に市

民の方にＰＲ、お見せしていかなければならないと考

えている。 
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・取組成果

について 

【委員】意見 

施設の統合・整理は、市民から見ると盛り下が

っていくことなので、市長が掲げることを少しでも

前に進める形でしていかないと誤解を招くおそ

れがある。 

また、少年自然の家のリニューアルなど、元気

の源となる、福井の未来を背負う子どもや青年

のために向けて、他自治体のいい事例も参考に、

国補助金等を活用しながら、県と一緒になって

でも結構ですので、新しく政策の中に入れてい

ただけるとありがたい。 

 

 

 【副部会長】意見 

補助金の見直しについて、縮小されたまま人

口減少などが進むと団体の弱体化になってしま

うが、地域の活動としては重要であるため、本当

に活動に支障がないのか、今一度精査していた

だくとともに続けて現状を把握して欲しい。 

 

【市】 

  団体補助の見直しについては、コロナの影響で活

動縮小を余儀なくされている、また、物価高騰の長期

化による影響を受けているといった場合には、団体の

実情をお聞きした上で、しっかりと対応していきたい

と考えている。 

 

・今後の開

催方針に

ついて 

 

【委員】 

  これまでの指標を維持するのか。何か新規の

指標を設定するのか。 

  これまでは、縮減縮減、節約節約といったイメ

ージだが、これからはこういうことができました、

運営できますといったサービスが向上するような

項目を入れてはどうか。 

【市】 

令和８年度までを期間とする福井市財政計画につ

いては、財政再建計画を踏襲し、第八次福井市総合

計画の実施計画の財政計画として作成しており、指

標なども８年度までの見込み値を記載していることか

ら、財政計画に掲げている指標などを使っていきたい

と考えている。 

 

【委員】 

財政調整基金については３９億円を積立てす

るなど、目標が達成できた指標は現状を守って

いくということで、少し重要性が減るのではない

かと思われるが、いかがか。 

 

【市】 

  財政調整基金について、財政計画では令和８年度

の推計値として残高５０億円以上を目指すとしてい

る。また、経常収支比率は９０．６％、実質公債費比率

は９．６％、市債残高は 1,032億円、将来負担比率

は８６．９％、プライマリーバランスは黒字というように、

それぞれの指標を令和８年度に置き換えた形で設定

している。 

 

【部会長】 

次回からは、部会の名称を、財政健全化専門

部会から持続可能な財政運営専門部会に変更

するが、これまでの指標の目標値を置き換えた

上で、検証を進めていきたい。 

 

 

 


